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平成２６年１２月１２日
奄美市農業委員会
第１２回定例総会議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　署名委員　行　辰朗
　　　　　　　　　　　　　　　　署名委員　松崎文好
奄美市農業委員会第１２回定例総会議事録

１．招集日時　　平成２６年１２月１２日(金)　　午後３時００分～
２．招集場所　　奄美市役所別館３階会議室
３．出席委員
	番号
	氏　　名
	番号
	氏　　名

	　1
	與島　文雄
	12
	屋島　良幸

	　2
	山下　典仁
	13
	喜野　和也

	　3
	　吉　　卓男
	14
	中村　秀明

	　4
	昇　　睦朗
	15
	松元　修一
	

	　5
	山田　良光
	16
	肥後　安美
	

	　6
	榮　　清志
	17
	泉　　智宜
	

	　7
	前田　孝德
	18
	志岐　清夫

	　8
	行　　辰朗
	19
	赤﨑　重雄

	　9
	前山重一郎
	20
	榮　　清安

	10
	
	21
	野﨑　清志

	11
	松崎　文好
	22
	福原　秀和


４．欠席委員
　　南　　利郎
５．議事に参与した者

　　事務局長　　　川内　　進　  事務局次長　　山下　文次
　住用分室長　　納　　保敏　　住用分室主幹　用稲　工巳　
笠利分室長　　中尾　豊和　　

６．報告事項

　　 
７. 議事日程

　(1)　会議録署名委員の指名について

　(2)　会期の決定について

(3)　議案について
議案第75号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第76号　農地法第５条の規定による許可申請について

議案第77号　名瀬地区農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定
について

議案第78号　名瀬地区農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について

議案第79号　笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について
議案第80号　奄美農業振興整備計画変更申請(重要な変更：除外)に伴う

　　　　　　意見書について

協議事項

・平成２７年農業委員会委員選挙人名簿登載申請書について
・農業者年金加入推進について

・農業新聞講読推進について

(4)　その他
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	（前山会長）
ただいまの出席委員は２１人であります。総会は成立いたしました。

これから、平成２６年第１１回定例総会を開会いたします。

（欠席委員は南　　利郎委員）
それでは、議事日程に入ります。
日程第１　
会議録署名委員の指名を行います。

会議録署名委員に８番行　辰朗委員と１１番松崎文好委員の２名を指名いたします。

日程第２　
会期の決定を議題といたします。

本日の総会は、日程通知のとおり議案第７５号から議案第８０号までの６件を予定いたしております。

お諮りいたします。
会期は本日１日にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。　
よって
本総会の日程は、１日と決定いたしました。
本日の議案日程は、あらかじめお配りしてありますとおりを予定としております。
これにご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。
日程第３
　議案第７５号農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたします。
　事務局に議案の朗読と説明を求めます。
（川内局長）

（事務局の朗読及び説明）　

№３０につきましては、贈与による所有権移転でございます。４ページにありますように受人は、サトウキビ６８．１アール、田イモ８アールを栽培しており、取得地にはサトウキビを植栽する予定で、規模拡大のためと判断いたします。

№３１につきましては、売買による所有権移転でございます。１０ページにありますように受人は、サトウキビ１２９．７アール栽培しており、取得地にはサトウキビを植栽する予定で、規模拡大のためと判断いたします。

№３２につきましては、贈与による所有権移転でございます。１６ページにありますように受人は、サトウキビを４８．６アール栽培しており、取得地にはサトウキビを植栽する予定で、規模拡大のためと判断いたします。

№３３につきましては、売買による所有権移転でございます。受人は新規で２５ページに営農計画書も添付されており、規模拡大のためと判断いたします。

№３４につきましては、売買による所有権移転でございます。３２ページにありますように受人は、サトウキビを３２．５アール栽培しており、取得地にはサトウキビを植栽する予定で、規模拡大のためと判断いたします。

№３５につきましては、贈与による所有権移転でございます。受人は新規で４３ページに営農計画書も添付されており、笠利地域利用権設定№５の使用貸借の土地と合わせて下限面積をクリヤーとなり、規模拡大のためと判断いたします。
№３６につきましては、贈与による所有権移転でございます。４７ページにありますように受人は野菜４９．６アール、タンカン２４．５アールを植栽しており、取得地には野菜を植栽する予定で、規模拡大のためと判断いたします。

以上７件でございます。

農地法第３条第２項の各号に該当しないため、許可要件をすべて満たして
いると思われます。以上です。
（前山会長）

　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。順次、譲受人、譲渡人及び土地の順に報告をお願いします。
　

（赤﨑委員）

　議案第７５号農地法第３条の規定による許可申請№３０の調査報告いたします。
　本案件は贈与でございます。譲渡人と譲受人は親戚関係にあり、譲受人は女性認定農家にもなっております。譲渡人が高齢で来年１月には８０歳で持病があり、その悪化も重なり農業が出来ないということで、先月は譲渡人の流動化の案件も出ております。そういう関係で今回は譲受人に贈与をしますということです。譲受人の話しによりますとサトウキビの生産拡大を図り一生懸命頑張りたいということでした。別に何ら問題はございませんので皆様方のご審議をよろしくお願いいたします。

なお、「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」については、別紙のとおりでありますのでご報告いたします。以上です。

（泉委員）

　議案第７５号農地法第３条の規定による許可申請について№３１の調査報告いたします。
　１２月６日９時３０分に受人と申請地で待ち合わせをしまして話しを聞きました。場所的には節田自動車がありますがその２件隣りになります。県道沿いの三角地であまり利用価値はなさそうなのですが、私が調べた面積とは違っているようでしたので尋ねたら地籍調査で増えたというような感じでいわれていましたので間違いないと思います。現在は譲受人の方の甥が居りキビを作っているのですが、本人が買ってから１年程今回までは甥が作っていますので収穫してから譲るということで話しをされていました。
譲渡人ですが昼間留守がちなので夜の１８時過ぎに譲渡人宅に話を伺いに行ったのですが申請書には間違いないということでした。その土地自体も本人は殆ど農業をしていない状態で殆ど親からの遺産相続でもらってある土地なもので何件か土地がありますが本人は作っておりません。先程いったとおり他の人が作ってやっています。なお、「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」については、別紙のとおりでありますのでご報告いたします。皆様のご審議をお願いいたします。以上です。
（榮委員）
　農地法第３条の規定による許可申請の№３２につきましては、午前１０時に調査いたしました。

　この案件は贈与で、この渡人は親です。もう９１歳という年齢になっていまして兄弟もいるのですが受人に登記簿謄本を渡して相続で貰ってくれということで以前からやっていたそうです。申請地には現在サトウキビを植えてあります。それももう２，３年程になるそうです。この贈与申請書を今年出して自分のものになるのであれば登記を回そうかということで本人が今やっているそうです。書類上は何ら問題ないと思いますので皆様の審議方よろしくお願いいたします。なお、「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」については別紙のとおりでありますのでご報告いたします。以上です。
（榮委員）
　農地法第３条の規定による許可申請№３３の案件について調査報告をいたします。

　１２月９日（火）午後１時３０分申請人の自宅におきまして譲受人・譲渡人お二人の話しを伺いました。なお、お二人は親子の関係であり現在同居されています。今回所有権の移転に伴い生前贈与の形での申請をされたということです。申請地であります自宅横の畑はもとより周辺にある畑も営農計画書に記載されてありますように、現在色々季節の野菜等が栽培されており良く管理されて状況でした。また、イノシシの被害を防ぐための防護柵も設営中でした。なお、「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」につては別紙のとおりでありますのでご報告いたします。以上です。
（榮委員）
　農地法第３条の規定による許可申請№３４について調査報告いたします。
　これは売買ですが、単価の金額が一寸上がるようで本人に聞いたところ、金額等は受人と渡人との話し合いで決めたそうです。ですから値段的には一寸高いのではないかと思うのですが本人と渡人との話し合いですので仕方のないことだろうと思います。申請地には野菜を植える予定だということで話されていました。書類上は何ら問題ないと思われます。なお、「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」については別紙のとおりでありますので皆様の審議の方をよろしくお願いいたします。
　続きまして、農地法第３条の規定による許可申請№３５について調査報告をいたします。

　これは贈与でございます。これは親父が９７歳という形になっています。兄弟達に財産分与という形で分けるということで一応受人は次男になりまして市役所にいましたが退職して現在喜瀬の方に来て今現在バナナとか野菜等色々作っています。去年程からこの話しはあったのですが中々書類が出てこなかったもので、やっとこの間行って話しをしましたら書類を出しましたということでしたので、書類上は何ら問題ないものと思われます。なお、「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７項」については別紙のとおりでありますので皆様の審議の方をよろしくお願いいたします。以上です。
（中村委員）
　議案第７５号農地法第３条の規定による許可申請№３６について調査報告をいたします。
　１２月１０日午前１０時２０分譲渡人より直接聞き取り調査を行いました。譲渡人の奥さんと譲受人の旦那さんは兄姉で、以前から贈与することは決まっていましたが今年譲受人の旦那さんが亡くなられ義理の姉になります譲受人に譲渡するということでした。記載内容についても申請書のとおり間違いないということでしたのでご報告いたします。
譲受人について報告いたします。午前１０時４０分聞き取り調査を行いました。譲受人は現在小売店を営みながら農業をし、年齢的にも大変だと思いましたが今年息子さんが都会から帰ってこられて譲受人と同居しております。将来後を継ぐとのことで後継者についても問題ないものと思われます。申請書のとおり間違いありませんのでよろしくお願いしますとのことでした。
土地についてご報告いたします。１２月１０日午前１１時譲渡人、譲受人、私の三名で申請地の確認をいたしました。申請地は５２ページ、５３ページにありますように山間集落内の川を挟んだ場所にあり基盤整備地で境界には防風林等が植え付けられていました。タンカン、野菜等を栽培する予定であるということでした。なお、「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」については別紙のとおりですので報告いたします。以上です。
（前山会長）

　それでは、これから本案に対する質疑に入ります。
　
（吉委員）

　№３１の１０ページの農地については１２，９６７平方メートルの農地を借りているようですが、これまでは借入地だけで今回初めて売買により土地を買ったということですね。

（泉委員）
　はいそうです。

（吉委員）
　先程№３６だけ後継者がいるということで、他の案件では後継者の話しは出てきませんでしたがしたがこの方の後継者はいらっしゃるのでしょうか。

（泉委員）

　５７歳で後継者はいませんが、規模拡大をしており親戚も沢山おり農業をしております。今バリバリやっています。
（吉委員）

　今まで借りていて今回買ったということはこれから本格的にやろうということですか。

（泉委員）

　３条とか流動化等で親の土地は貰えるとはいっていました。

（吉委員）

　はい、判りました。

　№３４の譲受人が９２歳ということですが、売買で土地を買って農業をするということで、この方は相当土地を持っていますが後継者が居られて農業をやられているのですか。
（榮委員）
　後継者はいます。金額等についてはびっくりする程高いのですが、受人はずっと自分の土地だとずっと思っていたのですが地籍調査の結果他人の土地だということが判って買わざるを得なくなったということです。渡人が国道改良の時に土地を取られているので金額が判っているらしくて、その時の金額で買ってくださいということでしたのでどうにもこうにもならなかったそうです。
（吉委員）
　この方今実際農業をされているのですか。

（榮委員）
　バリバリやっています。見たらびっくりする程です。

（昇委員）
　対価についてもう一度説明してもらえませんか。

（榮委員）
　先程話しましたように渡人が国道の道路改良のために取られた土地がありまして、その時の単価の金額に合わせないと売らないということだったらしいです。それで仕方なしにやむを得ず受人は、この対価の形にしなければいけないということで話し合いをしたらしいです。

（昇委員）
　国道はここから離れた場所になるのですか。

（榮委員）
　国道はこの裏側です。受人としては自分の土地だと思っていたのですが地籍が入って他人の土地だということが判って、一寸高いなとは思ったのですが仕方なく買わなければいけなくなったらしいです。
（前山会長）

　どうしても買わざるを得ないということで金額は相手方の言いなりにしかならなかったということで理解してください。

（吉委員）
　№３６の住用の５２ページのような現況図があれば位置が判るのですが、笠利の場合は町内の場所を示したものと字図しかありませんので中々場所が判りづらいので笠利地区のもこういう現況図を付けて貰えればと思います。

（中尾笠利分室長）

　ゼンリンがあるところは付けたいと思います。
（昇委員）
　それは個人情報の関係で行政側はこういった書類に使ってもよろしいという取り扱いをしているのですか。
（前山会長）
　ゼンリンの地図は市販されていますのでそれを使うのは問題はないのではないかと思われます。

（喜野委員）
　個人情報は個人が特定できるということで氏名、住所、電話番号等の大体その三つが揃っていないと個人情報という取り扱いはしておりません。例えばゼンリンの地図で田中さんという家があっても個人が特定できないということで個人情報の部類に入っておりませんので使用しても全く問題ないと思われます。個人が特定できるもので町内会名簿とか同窓会名簿で氏名、住所、電話番号この三つが揃うと個人情報という取り扱いになります。ですからゼンリンの地図を引用しても個人情報には該当しないというふうに聞いております。
（前山会長）
外に質疑はございませんか。
（「なし」の声あり）

質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

　議案第７５号農地法第３条の規定による許可申請については、担当調査員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって議案第７５号農地法第３条の規定による許可申請については、審議の結果、これを認めることに決定いたしました。

日程第４

議案第７６号農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といたします。

事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（川内局長）

（議案の朗読及び農地区分の報告）

　№３３につきましては、売買による所有権の移転で住宅を建設するための申請であります。申請地は和光町の鯉池園の川向かいの角地にあり、周りを住宅に囲まれており、土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。

　№３４につきましては、売買による所有権の移転で住宅を建設するための申請であります。申請地は和光町の岩切造園の裏側で、周りを住宅に囲まれており、土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。
　以上２件でございます。

　
（前山会長）
　それでは本案に対する担当委員による調査意見の報告を求めます。

（行委員）
　議案第７６号議案番号№３３農地法第５条の規定による許可申請について調査報告いたします。
　１２月１１日午後３時に受人宅で奥様より事前調査を行いました。現在はアパート住まいで今回の申請地を譲り受け、住宅を建設したいとのことで申請をいたしたそうです。土地購入費、造成、建築費含めて合計２，３００万円借入をして建築計画をしておられるそうです。申請書に間違いことを確認しましたことを報告いたします。

また、申請地を視察いたしました。先程事務局からありましたように周りには農地はなく住宅地の一角にありました。道路より高く盛り土されてありました。問題ないと思われますが、ご審議の程よろしくお願いいたします。以上です。

（山下次長）
　議案第７６号農地法第５条議案番号№３３の案件につきましては、譲渡人である滋賀県米原市在住の元さんへ１２月８日（月）午前１０時３０分に電話で本人に確認したところ、この件に関しては申請書のとおり事実でありますのでよろしくお願いしますということでしたので報告します。以上です。

（屋島委員）
　議案第７６号№３４の農地法第５条の規定による許可申請について報告いたします。

　１２月９日午後６時に受人宅で受人の父親に聞き取り調査をしました。申請書のとおり土地は２筆で２７３平方メートルの購入で住宅を建設するということで、転用計画、資金計画等間違いないということでしたので報告いたします。以上です。

（喜野委員）
　議案第７６号№３４農地法第５条の規定による許可申請について報告いたします。

　１２月１０日午後５時３０分に渡人であります屋田さんの自宅で面談いたしました。申請地の周辺は住宅で今後耕作の予定はないとのことで受人に売却を予定していますとのことでした。申請書記載内容に相違のないことを確認いたしました。以上です。
（行委員）
　議案第７６号議案番号№３４農地法第５条の規定による許可申請の土地について調査報告をいたします。

　１２月１１日午後３時３０分に申請地を視察いたしました。ここも先程と同じで周りには農地はなく住宅地の一角にありました。現在は車が数台駐車されていました。問題ないと思われますが、ご審議をよろしくお願いいたします。以上です。
（前山会長）
　それでは、これから本案対する質疑に入ります。

（吉委員）
　№３３も№３４も一緒なのですが建築面積が№３３の場合４０．５７平方メートルになっていますが平面図を見ると１階部分しか載せてありません。２階部分の３１．４６平方メートルが加えられておりませんが、そこがどうなっているのか。№３４にしても建築面積なのか延べ床面積なのかそれにしても数字が合わないのですが計算はされませんでしたか。２階は面積に考えないのですか。
（川内局長）
　建築面積ですので２階部分は加えません。

（吉委員）
　建築面積であれば良いのですが、以前のものは入っているものがありましたので統一して欲しいのです。№３４では建築面積が１１１．７９平方メートルで１階床面積だと９７．７１平方メートルになっていますよ。これは統一した方が良いのではないですか。
（山下次長）
　そうですね、１階の部分は建築面積と床面積は合うのですが、今から例えば２階の住宅としたら二段書きにした方が良いのではないかと思っています。床面積と建築面積両方書いてあるとの指摘がありあしたが、これは今から統一します。
（松本委員）
　申請書では建築面積になっているので建築面積が合っていれば良いのではないですか。

（前山会長）
　これは後ほど統一してもらってというふうにした方が判りやすいですね。

（山下次長）

　はい、建築住宅課とも確認してこれは統一します。

（前山会長）

　よろしいでしょうか、ほかに質疑ございませんか。

（「なし」の声あり)
　質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第７６号農地法第５条による許可申請については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)
ご異議なしと認めます。

よって、議案第７６号農地法第５条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県農業会議へ諮問することに決定いたしました。
暫時休憩いたします。
（前山会長）

　議事を再開いたします。

　
日程第５
　議案第７７号名瀬地区農用地利用集積計画（利用権設定）の合意解約の決定について、を議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。
（川内局長）
（事務局の朗読及び説明）

（前山会長）

　本案件には山下委員に関する事項が含まれておりますので山下委員の退席を求めます。

（山下委員退席）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
（「なし」の声あり）

　ないようですので、これをもって質疑を終結いたします。

　お諮りいたします。

　議案第７７号名瀬地区農用地利用集積計画（利用権設定）の合意解約の決定については、これを認めることにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）
　ご異議なしと認めます。

　よって、議案第７７号名瀬地区農用地利用集積計画（利用権設定）の合意解約の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。

山下委員の着席を求めます。

（山下委員着席）

日程第６

　議案第７８号名瀬地区農用地利用集積計画（利用権設定）の決定について、を議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。
（川内局長）
（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　本案件には屋島委員に関する事項が含まれておりますので屋島委員の退席を求めます。

（屋島委員退席）
　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
（與島委員）

　この貸人の田原さんは住用町見里出身で借人が長浜町ですが何を植えるのでしょうか。

（川内局長）
　野菜と果樹となっています。多分パッションではないかと思います。

（山下次長）
　この岩崎さんという方はＵターンです。

（前山会長）

　外に質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですので，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第７８号名瀬地区農用地利用集積計画（利用権設定）の決定については、これを認めることにご異議ございませんか。

　(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。

よって、議案第７８号名瀬地区農用地利用集積（利用権設定）の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
屋島委員の着席を求めます。

（屋島委員着席）

日程第７

　議案第７９号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定について、を議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。
（中尾笠利分室長）
（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
（吉委員）

　８４ページで盛さんが２８歳とありますが、農業は初めての方なのですか。

（中尾笠利分室長）

　この方は盛康隆さんの長男で今回親父の農地を引き継ぎながら親父と一緒に農業をするということで、現在面積はゼロということですが親父と一緒にやるということで大農家になるかと思います。

（前山会長）

　新規就農者になるわけですね。
（中尾笠利分室長）

　そうです。後継者として親父の農地を引き継ぎます。この方は鹿児島の方で農機具の修理もしておりここに帰ってきているので農機具も見るということです。余談になりますが奥さんは獣医師で今共済の方で一生懸命頑張っています。

（前山会長）

　よろしいですか、外に質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですので，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第７９号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定については、これを認めることにご異議ございませんか。

　(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。

よって、議案第７９号笠利地域農用地利用集積（利用権設定）の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第８

　議案第８０号奄美農業振興整備計画変更申請（重要な変更：除外）に伴う意見書について、を議題といたしますが、本案は本人取り下げの意思を確認しましたが、未だ取り下げがありませんが取り下げることが確実ですので、審議を保留したいと思いますが、これにご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。

よって、議案第８０号奄美農業振興整備計画変更申請（重要な変更：除外）に伴う意見については、これを保留することに決定いたしました。
以上で、本日用意した議事日程はすべて審議を終了いたしました。
これから協議会へ移します。

・平成２７年度農業委員会委員選挙人名簿登載申請書について
・農業者年金加入推進について

・農業新聞購読推進について

　
　正会に返します。
　以上で，本日用意した案件は全て審議終了いたしました。

　本日はこれにて散会いたします。
　お疲れ様でした。
平成２６年１２月１２日
奄美市農業委員会

会長　前山　重一郎
署名委員

署名委員
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